
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



撥⽔水セラミックシリーズ性状⼀一覧表

撥水セラミックＨＤ 撥水セラミック 撥水セラミック	 　ヤケ止めM AT T 撥水セラミックオイル 撥水セラミック	 	 外部用

白木用ハードコート（無機系） 白木用　（無機系） 白木用（無機系屋内ヤケ止め）
白木用

（無機・天然オイルハイブリッド）
白木外部用（無機系外部ヤケ止め）

防汚・強度ＵＰ・超浸透性 撥水・防汚・強度ＵＰ ヤケ止め・撥水・強度ＵＰ 撥水・防汚・シックなツヤ ヤケ止め・撥水・防カビ・i耐候性

下塗り用 上塗り仕上げ用 上塗り仕上げ用 上塗り仕上げ用 上塗り仕上げ用

拭き取り木肌仕上げ 拭き取り木肌仕上げ 拭き取り木肌マット仕上げ 拭き取り艶出し仕上げ 拭き取り木肌マット仕上げ

無 無 有 無 有

クリア クリア クリア(マット） クリア クリア(マット）

半硬化乾燥（ｈｒ） 24 24 24 72 24

硬化乾燥（日） 7 7 7 14 7

油性ペン ○ ◎ △ ◎ ○

クレヨン ○ ◎ △ ◎ ○

しょうゆ ○ ◎ ○ ◎ ○

ケチャップ ○ ◎ ○ ◎ ○

△ △ ◎ △ ◎

○ ◎ ○ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ○ ◎

○～◎ ○～◎ ◎ ○～◎ ◎

◎ ◎ ◎ △ ◎

塗装仕様

色

乾燥時間

（２０℃、65％）

　　1　液　型　　（既調合）

品　　　名

剤　　　形

特性・用途

表面状態

紫外線吸収剤の有無

耐熱性

耐候性

不燃性

防汚性

ヤケ止め性

撥水性

耐酸性

耐アルカリ性

耐揮発油性



撥⽔水セラミック標準塗装仕様  ①  (針葉葉樹）

塗料名 調　合 使用量（ｍｌ／㎡） 塗装回数 塗装間隔（分） 備　　　考

1 上塗り 撥水セラミック 既調合 ５０～１００ ２～３ ５～３０ ハケ、ローラー（短毛）

撥⽔水セラミック硬度度強化仕様  ② 　（杉、檜等の柔らかい針葉葉樹の硬度度ＵＰ）

塗料名 調　合 使用量（ｍｌ／㎡） 塗装回数 塗装間隔（分） 備　　　考

1 下塗り 撥水セラミックＨＤ 既調合 ５０～１００ 2 ５～３０ ハケ、ローラー（短毛）

2 上塗り 撥水セラミック 既調合 ２０～４０ 1 ハケ、ローラー（短毛）

撥⽔水セラミック硬度度強化艶出し仕様  ③  （広葉葉樹の硬度度ＵＰ＆オイルハイブリッド仕上げ）

塗料名 調　合 使用量（ｍｌ／㎡） 塗装回数 塗装間隔（分） 備　　　考

1 下塗り 撥水セラミックＨＤ 既調合 ３０～１００ 2 ５～30 ハケ、ローラー（短毛）

2 上塗り 撥水セラミックオイル 既調合 ２０～４０ 1 ハケ、ローラー（短毛）

撥⽔水セラミックヤケ⽌止め塗装仕様  ④  (屋内ヤケ⽌止めマット仕上げ）

塗料名 調　合 使用量（ｍｌ／㎡） 塗装回数 塗装間隔（分） 備　　　考

撥⽔水セラミック外部ヤケ⽌止め塗装仕様  ⑤  （屋外ヤケ⽌止めマット仕上げ）

塗料名 調　合 使用量（ｍｌ／㎡） 塗装回数 塗装間隔（分） 備　　　考

２～３ ５～３０ ハケ、ローラー（短毛）1 上塗り
撥水セラミック
外部用

既調合 ５０～１００

２～３ ５～３０ ハケ、ローラー（短毛）

工　程

下地調整

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する

毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）

1 上塗り
撥水セラミック
ヤケ止めＭＡＴＴ

既調合 ５０～１００

工　程

下地調整

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する

毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）

工　程

下地調整

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する

毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）

工　程

下地調整

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する

毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）

工　程

下地調整

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する

毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）



Tokunaga 撥水セラミックシリーズ施工要領 
 
 
１、下地処理 

・油分、ヤニ、手垢、ゴミ、カビ等の汚れはキレイに除去して下さい。 
・木材は充分（含水率２０％以下）に乾燥させます。（表面に水分が残っていると吸い込みムラが出来ま

す） 
・木材表面に毛羽立ちがあるときは、＃１８０~３２０のサンドペーパーで軽く研磨し平滑にします。 
研磨で詰まった導管内の木粉はミクロファイバー等でキレイに除去します。木粉が残っているとキレイ

に仕上がりません。 
２、１回目の塗装 
・ニスバケ等で均一にたっぷりと含侵塗装します。均一な濡れ色になるように吸い込みがある間は塗り込

んで下さい。 
・全体的に液浮きが出てきたら柔らかいキレイな布で浮いた液を拭取りながら軽く磨き上げます。 
・吸い込みの度合いは木質により異なります。 

３、２~３回目の塗装 
・１回目の塗装後５~３０分経ってから、１回目と同様に２回目を塗ります。 
・２回目以降の含侵塗付量は１回目より少なくなります。 
・全体的に液浮きが出てきたら柔らかいキレイな布で浮いた液を拭取りながら軽く磨き上げます。 
・約２４時間で半硬化乾燥しますが７日ほど乾燥すると毛羽立ちしてくることがあります。この場合は＃

２４０~４００前後のサンドペーパーで軽く研磨して平滑にします。研磨した木粉はミクロファイバー
等で充分に取り除いて下さい。 

・毛羽取りをした場合は同様の方法で再塗装し、同様の方法で拭取って最終仕上げをして下さい。 
４、養	 生 

・風通しの良い所で乾燥させて下さい。 
・最後に塗装してから約２４時間で半硬化乾燥します。７日ほどで硬化乾燥し防汚撥水性能が発現します。

硬度がＵＰし木材最終強度に乾燥するまで約２０日かかります。 
・撥水セラミックシリーズは空気中の水分と反応して硬化しますが気温にも影響を受けます。従って夏季

は上記乾燥時間の約１/２で乾燥し、冬期は上記乾燥時間の約２倍の時間がかかります。 
・乾燥時間を充分考慮の上養生期間を決めて下さい。 

５、注意事項 
・天然無垢木材用ですのでニス塗装された木部には充分な効果が得られません。 
・木材の種類により仕上がりの状態が異なりますので、予め試し塗りをして仕上がりを確認して下さい。 
・用具の手入れはラッカーシンナーをご使用下さい。 
・残った液を捨てる時は紙やウエス等に染み込ませ、乾燥させてから廃棄して下さい。 
 

以	 上 



 



  
杉板の  
  

乾燥減量量および乾燥収縮試験  
 
 

  

１．試験材料：鉋仕上げの杉板  

試験板寸法等      200×150ｍｍ        

  

  

  

  

 

 

２．試験要領  

撥水セラミック標準塗装仕様      (針葉樹） 

 

工   程   塗料名   調   合  
使用量  

（ｍｌ／㎡）  
塗装回数  塗装間隔（分）   備         考  

下地調整  

油分、ゴミ、ホコリ、カビ等の汚れはキレイに除去する  

     毛羽は＃１８０～３２０のサンドペーパーで軽く研磨除去する  

木材は充分に乾燥させる（含水率２０％以下）  

上塗り   撥水セラミック   既調合  
５０～１０

０  
２～３   ５～３０  

ハケ、きれいな布、  

ローラー（短毛）  

 

 

３．強制乾燥  

      50℃の乾燥機に入れ連続で行う。      乾燥期間   ３０日間  

 

 

 

 

４．試験結果  

  

  

  

  

塗装板   撥水セラミック×３回     

無塗装板   塗装なし  
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